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◇総務・会員 member＠saa.or.jp ◇調査・出版
◇受講・受験
・CMA、CCMA
・CIIA（国際資格試験）
・PB受験手続き
・基礎講座
・スクーリング

education＠saa.or.jp
ciia＠saa.or.jp
p-pb＠saa.or.jp
kiso＠saa.or.jp
suryo＠saa.or.jp

・ジャーナル編集	 journal＠saa.or.jp
…当誌ご購読、ご投稿、広告ご掲載など

・セミナー・講演会 seminar＠saa.or.jp
・刊行物 tosho＠saa.or.jp
◇情報事業
・IRミーティング k-kaisai＠saa.or.jp
・IRセミナー i-kaisai＠saa.or.jp
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今後取り上げてほしいテーマ・執筆者等、当誌のより充実した企画・編集のため、ご感想・ご意見・ご要
望等をお寄せ下さい。（証券アナリストジャーナル編集担当あて）
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　投資家は、ESG情報の開示を求める前に、ま
ず必要なESG情報の中身についての議論をして
おかねばならない。企業が何の情報をどのよ
うに開示するかについて、特に株式投資家に
向けての開示について、投資家側がさまざま
な形で求める情報の中身を示していくことが
望ましい。ESG情報は特に今注目されており、
11月号はこの観点で興味深い特集となった。
　投資家の立場では、海外で乱立気味の基準
についてどう検討が進んでいるのかの整理が
提示され（藤野論文）、さらに投資家はESGに

ついてどのように企業と対話するのか（田中・
濱田論文）の論理と具体例が示されている。
　一方で、開示する企業の立場について、三
井論文はコロナ禍を例に開示の内容や速さを
評価する一方「良い」開示とは経営そのもの
との考えを示す。小野塚・貝沼論文は、統合
報告書という企業にとって新たな開示形態に
注目し、ステークホルダーの「固有周期」を
意識した経営と情報開示というESG開示を超
えた新たな考え方が提示されており、いずれ
も興味深い。	 （神山直樹）
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